
第1回
ものづくりと質的研究 研究会

社会模倣説で知られる19世紀末に活躍したガブリエル・

タルドは、ジル・ドゥルーズの再評価以降、その差異の哲学

を中心として再び注目されてきた。

この「タルド・ルネッサンス」は、ブリュノ・ラトゥールを経

由して、2010年代以降では社会科学において広まりつつ

ある。そこではなにが起こっているのか。

ラトゥールはタルドをアクターネットワークセオリー

（ANT）の先駆といい、その際にはモノへの注目が論じら

れる。他方で、ラトゥールは、レピネとの著作『情念の経済

学――ガブリエル・タルド経済心理学入門』（人文書院、中

倉智徳訳、2021年）において、心理的なものの数量化こ

そが経済学において重要であること、SNS上でのビッグ

データのように、質－量的なデータの増大と技術革新に

よって、心理的なものが数量化可能になったと論じてもい

る。

本報告では、ラトゥール以降のタルド・ルネッサンスにお

いて、モノ、心理、技術がどのような関係にあるのかを考え

ていきたい。

ラトゥール以降のタルド・
ルネッサンスについて

― モノ、心理、技術

参加方法 下記URLよりご申請ください。

https://ritsumei-ac-jp.zoom.us/j/96059659450?pwd=b2tVblo1UU1KT2pZM3dDNzR1Vm9SQT09

2021年6月15日（火）
21:00 開始

司会 サトウタツヤ（総合心理学部 教授）

講師 中倉 智徳
（千葉商科大学人間社会学部 准教授）

指定質問 川野 健治（総合心理学部 教授）

共催： 立命館大学 ものづくり質的研究センター

立命館グローバル・イノベーション研究機構

「センサ・マイクロマシンがつなぐ革新的CPSモデルの医療健康分野への展開」拠点

立命館大学 生存学研究所


